
67  市報いいやま/06.9.10

◇
実
質
公
債
費
比
率
が

　
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る

新
し
い
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費

比
率
が
18
％
を
超
え
19
・
４
％
と

な
っ
た
た
め
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
地

方
債
を
借
り
る
際
は
国
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
る（
18
％
以
下

は
許
可
で
は
な
く
協
議
制
）

◇
市
税
が
減
少

市
税
は
６
２
０
０
万
円
減
少
し
、

約
23
億
６
３
０
０
万
円
と
な
っ
た

（
た
だ
し
徴
収
率
は
2.2
％
上
昇
し

86
・０
％
と
なった
）

◇
経
常
収
支
比
率
が
改
善

昨
年
度
、数
値
が
悪
化
し
た
経
常

収
支
比
率（
※
）が
87
・
９
％
か
ら

０・３
ポ
イン
ト
改
善
し
、
87
・
６

パー
セン
ト
と
なった

（
※
人
件
費
な
ど
経
常
的
経
費
に

充
て
ら
れ
る
一
般
財
源
の
、
一
般

財
源
全
体
に
占
め
る
割
合
で
、
数

値
が
低
い
ほ
ど
良
い
）

◇
公
債
費
残
高
が
減
少

市
の
借
金
で
あ
る
公
債
費
の
残
高

が
、14
億
３
０
０
万
円
減
少
し
た

◇
基
金
繰
入
金
が
減
少

市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
か
ら

の
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
が
、

１
億
５
７
０
０
万
円
減
少
し
依
存

度
が
低
下
し
た

平
成
17
年
度 

決
算

諸収入
（貸付元利金収入、雑入等）

21億 9,371万円（14.6％）

分担金・負担金、使用料・手数料、財
産収入、寄付金、繰入金、繰越金
　　13 億 3,959 万円（8.9％）

市税
　23 億 6,273 万円（15.8％）
※内訳は右下グラフをご覧ください

県支出金  4 億 5,754 万円（3.1％）

7 億 8,026 万円（5.2％）

国庫支出金  7 億 3,148 万円（4.9％）
市債（市の借金）

　8 億 9,140 万円（5.9％）

地方交付税
　62 億 3,740 万円（41.6％）
　　内訳
　　・普通地方交付税
　　　54 億 7,220 万円
　　・特別地方交付税
　　　  7 億 6,226 万円

普通会計

歳入  149 億 9,411万円

普通会計

145 億 3,058 万円    歳出
6 億 4,887 万円（4.5％）

教育費
　 11億 3,824 万円（7.8％）

平成17年 4月から18年3月までの飯山市の収入

衛生費  6 億 9,061万円（4.8％）

農林水産業費
　　7 億 9,902 万円（5.5％）

商工費
　  10 億 8,925 万円（7.5％）

総務費
　  16 億 3,126 万円（11.2％）

民生費
　  25 億 0,493 万円（17.2％）

公債費（借入金返済）
　  26 億 0,776 万円（17.9％）

土木費
　  34 億 2,064 万円（23.5％）

平成17年 4月から18年3月までの飯山市の支出

自
主
財
源（
39・３
％
）

依
存
財
源
（
60
・
７
％
）

地
方
譲
与
税
、利
子
割
交
付
金
、配
当
割
交
付
金
、株
式

譲
渡
所
得
割
交
付
金
、地
方
消
費
税
交
付
金
、地
方
特
例

交
付
金
、軽
油
・
自
動
車
交
付
金
、交
通
安
全
交
付
金

消防費・議会費・災害復旧費・労働費

とは、地方公共団体間で財政比較などを比較できるよう総
務省が定めた基準による会計区分。飯山市においては一般

会計・福祉企業センター特別会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・土地
取得事業特別会計・ケーブルテレビ事業特別会計を普通会計としています。

普通会計

普通会計決算の特徴

良
か
っ
た
と
こ
ろ

良
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ

特別会計名 予算額 歳入 歳出 差引残額

公共下水道事業 11億 2,515 万 11億 3,007 万 11億 2,486 万 521万円
特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業 4 億 9,433 万 4 億 9,648 万 4 億 9,403 万 245 万

農業集落排水事業 3 億 9,360 万 3 億 9,452 万 3 億 9,323 万 129 万

簡易水道特別会計 1億 8,681万 1億 8,872 万 1億 7,994 万 878 万

国 民 健 康 保 険 22 億 5,358 万 23 億 1,999 万 21億 0,126 万 2 億 1,873 万

老 人 保 健 医 療 28 億 9,469 万 29 億 0,017 万 28 億 8,497 万 1,520 万

介 護 保 険 19 億 0,508 万 19 億 0,453 万 18 億 5,166 万 5,287 万

 合 計 　 92 億 5,324 万 93 億 3,448 万 90 億 2,995 万

　

17
年
度
の
歳
出
で
は
、５
つ
の

分
野
を
重
点
事
業
分
野
と
し
て

位
置
づ
け
、メ
リ
ハリ
を
つ
け
た

事
業
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

●
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
整
備
事
業

　

権
利
者
会
で
決
議
い
た
だ
い
た

7.7ヘク
タ
ー
ルの
区
画
整
理
につい

て
、
換
地
設
計
、
路
線
測
量
な

ど
事
業
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

●
旅
産
業
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

　

各
関
係
機
関
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
力
で
整
備
を

行
って
き
た
関
田
山
脈
を
縦
貫
す

る
信
越
ト
レ
イ
ル
が
、運
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
森
林
・
温
泉
・
食
農

と
いっ
た
地
域
資
源
を
森
林
セ
ラ

ピ
ー
を
核
と
し
て
結
び
つ
け「
癒

し
と
健
康
に
よ
る
旅
」の
種
ま
き

に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
先
導
的
旅
産
業
創
出
事

業
に
よ
り
、新
た
な
産
業
興
し
の

た
め
の
民
間
支
援
、民
間
ノ
ウハ

ウ
を
活
用
し
た
事
業
委
託
を
実

施
し
ま
し
た
。

●
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

教
育
委
員
会
に「
子
ど
も
課
」

を
新
設
し
、
子
ど
も
関
係
行
政

の
窓
口
一
本
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、子
育
て
支
援
セン
タ
ー
な

ど
各
種
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。

●
生
ご
み
出
し
ま
せ
ん
宣
言

　

前
年
度
に
引
き
続
き
実
践
し

た
17
年
度
。
未
来
の
日
本
の
基

礎
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る「
循

環
型
社
会
の
実
践
」を
目
指
し

ま
し
た
。減
量
目
標
を
明
ら
か
に

し
、家
庭
な
ど
で
の
生
ご
み
処
理・

堆
肥
化
を
進
め
ま
し
た
。

●
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

医
療
費
の
上
昇
は
保
険
料
の

ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、市
民
生
活

への
負
担
に
つ
な
が
り
ま
す
。
高

齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
働
き
盛
り

の
方
も
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
を

意
識
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、個
々

の
健
康
状
態
に
応
じ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、自
己
管
理
の
お

手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

特別会計の決算状況　　　　　（1 万円未満端数処理）

※予算額には繰り越し分を含みます

　
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ

　

５
項
目
の
重
点
施
策

市税の内訳（1 万円未満端数処理）

市税総額
23億6,273万

（100％）

固定資産税
 13 億 0,625 万
　（55.3％）

市民税
7 億 6,204 万
（32.3％）

市たばこ税
1億 5,085 万
（6.4％）

都市計画税 6,961万
（2.9％）軽自動車税

6,365 万
（2.7％） 入湯税、特別土地保有税

1,033 万（0.4％）

普通会計算入分を除く 年
度
決
算
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
歳
入
で
約

２
４
４
億
円
、歳
出
で
約
２
３
６
億
円
。

　

歳
入
の
う
ち
市
税
は
24
億
円
を
割
り

込
み
ま
し
た
。ま
た
歳
出
の
公
債
費
は
起

債
償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
た
め
、
前
年

よ
り
約
９
０
０
０
万
円
増
え
約
26
億
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
18
年
度
か
ら
は
徐
々
に

減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
単
年
度
収
支
で
は
、一
般
会
計
・
特

別
会
計
す
べて
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
実

施
し
、自
立
し
発
展
す
る
飯
山
市
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

平
成
17

■市債　建設事業等将来にわたりその受益や効果
が期待される事業を行うために、国や県および金融
機関から長期間借り入れるお金
■自主財源　市民税（個人・法人）・固定資産税など
の市税、保育料等の負担金、市営住宅等公の施設
の使用料、貸付金元利収入等諸収入など市が独自
に集めたお金
■依存財源　市債、特定の事業に対して国や県から
支出される補助金、国が徴収した税金から市に交付
される交付金など、国・県等から入ってくるお金

用語の解説


